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 「ダウン症９割が中絶」というショッキングな見出しが目に入りました。「わが子よ 出

生前診断」と題した地元徳島新聞夕刊の記事です。次の日には「英国では年間約 80万人が

妊娠し、３万人余りが妊娠中の検査で胎児に障害がある可能性を告げられている」とあり

ました。日本ではなく、遠く離れた母体血清マーカー検査が無料の、イギリスのことなど

と、とても気楽には考えられませんでした。 

・コラム「気が付けば支えられてい

る」（杉浦 良） 

・お知らせ（おおたか静流チャリテ

ィライブ、Facebookページ開始） 

・協力者名簿・会員の皆様からのメ

ッセージ／編集後記 

かわら版 
 

「気が付けば支えられている」     杉浦 良 
___ 

ＮＰＯ法人 太陽と緑の会 

157号/2013 
  年 
___ 

衣料品の入替・補充 
 

毎日 200 着以上
の衣料品をハンガ
ーにかけて陳列し
ています。売れたら
すみやかに補充す
ることを心掛けて
います。 

 
空のハンガーの

回収、外れた衣料品
のかけ直し、フロー
リングワイパーに
よる床清掃、床のワ
ックスがけといっ
た、売場のメンテナ
ンス作業もすべて、
様々なハンディを
持ったメンバーが
行っています。 

 
衣料品の作業で

スタッフが担当し
ているのは、一番の
要である最初の仕
分けとセレクト衣
料品の値段決定だ
けです。 
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「障がいは、個性だ！」などと言われ

た時代はいつの間にか色褪せ、「敢えてリ

スクを背負う必要はない」と、単刀直入

に言わせる世の中を感じます。「そんなこ

と自体、幻想だったわけよ！」と言われ

ることを覚悟しながら、それでも、大根

の間引きのように扱われることの不条理

を思わずにはおれません。 

「個人差はあるが知的障害を伴い、仕事

をして自立している人もいるが、多くの

人は支援を必要とし、聴力、視力の低下

や心臓疾患などの合併症もあるが、ほぼ

補正や治療ができ、寿命も 50歳ほどの人

が多い・・」などと書かれた情報を、こ

れから生まれてくる自分の子供と、どう

折り合わせていくか？簡単にできる事と

は思えません。すり合わせる時間も余裕

もなく中絶を選ばざるをえないとすれ

ば、その向こうに優生思想が見え隠れし

ます。 

「障がいがあると不幸か？」という問い

には「障がいが完全にない人が存在する

のか？」という逆の問いが導かれます。

「では仮に障がいがないとする人がいる

として、その人は全て幸せか？」という

問いには「障がいがある人は、ないとさ

れる人より不幸の度合いが高い」という

言葉が続きます。「しかし不幸と感じるの

はあくまでも各個人の価値観に根差して

おり、その時その時の社会的状況にも大

きく左右される」という言葉には「社会

的状況が障がい者に不利に作用している

から、不幸とされる障がい者の割合が多

い」という答えが続き、最後には「生ま

れてから死ぬまで、人は常に健常者と呼

ばれる範疇には留まれない」といった言

葉が出てきます。 

言葉のロジックはさておき、今までお

付き合いさせていただいた様々な障がい

児・者の方々がみんな不幸だったなどと

思ったことは、私はありません。辛い現

実で苦しまれた方々や、厳しい視線で心

を痛められた方々の存在はありました

が、たかが 40年程のお付き合いですが、

絶対的不幸だとする方を知りません。む

しろ厳しい環境の中で、その人なりの人

生が一瞬たりとも送れた方々のビビッド

な表情が、私の脳裏に色濃く焼き付いて

います。それは、私のシニカルな世界観

を打ち砕き、指導する側のペルソナを打

ち破り、気が付けば、私が彼らに支えら

れているのでは？と思わせるパノラマを

見させてくれます。有難いことです。 

 

 

 

文・イラスト 藤田さん 
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おおたか静流 
チャリティライブ ４th  
10月９日午後７時より、東日本大震災被

災地支援を目的としたおおたか静流チャ

リティライブを、徳島市内の般若院にて開

催します。 

 一昨年３月 16 日、10 月 25 日、昨年９月

27日に続いて４回目の開催です。これまで

に総額 64万 5574円を、当会が長年に渡り

サポートしている「社会福祉法人ありのま

ま舎」（身体障害者支援・難病ホスピスな

どの活動）に送り、被災された在宅難病者

の支援活動に活用させて頂きました。今回

もそのようにしたいと考えております。  

文・イラスト 

藤田さん 

主催:般若院(徳島市寺町 92) 

協力・お問い合わせ： 太陽と緑の会 

０８８－６４２－１０５４ 

 

ライブ会場に駐車場はございません。  

お車でお越しの方は、近隣の県営駐車

場等をご利用下さい。 

--------------------------------- 

(東日本大震災への支援としては、上

記以外に、太陽と緑の会単独で、日赤

へ 18 万 8780 円、ありのまま舎へ 87

万 6975 円（メンバー米田さん詩集販

売義援金 1 万 4000 円含む）を送金し

ており、支援総額は 171 万 1329 円と

なります) 

お 知 ら せ 

衣料品の 
値札付け 

 
記録づくめ
の猛暑も終
わりに近づ
きました。 
秋物衣料品
のの陳列を
増やしてい
ます。 
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  ブログから Facebookへ 

太陽と緑の会の Facebook ページがスタ

ートしました。太陽と緑の会の活動の舞台

裏、各スタッフの雑感、リユース品の紹介

など、少しずつ内容を充実させていきたい

と考えています。 

なおこれに伴い、平成 21 年から４年間

続けてきたブログの更新は終了致しまし

た。これまで見に来て下さった皆様、あり

がとうございました。引き続き Facebook

ページの方もよろしくお願い致します。 

https://www.facebook.com/taiyoumidori 

(検索サイト Googleで「太陽と緑の会 フ

ェイスブック」で検索可。会員登録をしな

くても、ブログと同じように普通に見るこ

とができます) 

職場体験実習 
６月６日～15 日(７日間)、10 時～16

時、板野支援学校高等部３年生１名 

７月４日～６日(３日間)、10 時～16

時、板野支援学校高等部３年生１名 

 

６月 27 日 10 時～15 時 30 分、入田中

学校３年生７名（３年生全員）が太陽

と緑の会リサイクル作業所で職場体

験実習。  

徳島市入田町には、太陽と緑の会月

の宮共同生活棟及び障害者地域共同

作業所太陽と緑の会月の宮作業所が

あり、地元の中学生の皆さんに活動の

一端を知って頂いたことは、大変意味

のあることと思います。暑い中、お疲

れ様でした。 

https://www.facebook.com/taiyoumidori
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見学 
７月９日 社会福祉法人白寿会(熊本県)

より河野さん、前坂さん他 2名の皆様 

 

７月 16 日 愛媛県伊予市の民生児童委

員協議会から 85名の皆様 

当会には年間 15-20 件くらい見学(事

前にご依頼を頂き、当会で事業説明、施

設案内等をさせて頂いた件数)の方が来

られますが、一度に来られる人数として

は、活動開始以来 29年間で最多となりま

す(大型バス３台)。  

   

８月 25日 あすなろ作業所山崎さん、加

藤さん、那賀町ボランティア 20名の皆様 

 

 

会議・研修会・出展 
３月 21日 パーソナル・サポート・セン

ターとくしま 支援ネットワーク会議 

杉浦出席  

 

７月 13 日 徳島県障害者地域共同作業

所連絡協議会研修会(於:地域活動支援セ

ンターやまもも・徳島市)。 

杉浦が事務局として参加。 

６月 28 日午後１時半～ 地蔵寺曼荼羅

修復完成記念式典（小松島市ミリカホー

ル） 杉浦出席 

(太陽と緑の会福祉事業団より徳島県指

定文化財高雄胎蔵界曼荼羅修復支援とし

て 21万円のカンパをさせて頂きました) 

 

８月 25 日 10 時～15 時、あいあいフェ

スティバル(主催:徳島県勤労者福祉ネッ

トワーク 於:徳島市・アスティとくし

ま)開催。太陽と緑の会から代表杉浦とメ

ンバー米田さんが出展 

 

 

監事の変更について 
７月 24 日、特定非営利活動法人太陽と緑の会

監事の大塚義晴氏が亡くなりました。それに伴
い、青木富実子氏が新たに監事に就任することを
臨時総会で決定致しました。 

大塚氏には平成９年９月より 16年近くに渡り、
太陽と緑の会の会計指導・監査を行って頂きまし
た。今まで本当にありがとうございました。合掌 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県の小野君から桃を頂きました。 
小野君は、平成 17年から３年間、青年長期ボランテ
ィア及びアルバイトとして活動してくれました。 
ありがとうございます。 

 
 

 



  
   6 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

当会の活動をご支援下さった皆様 
§2013年 6月 1日～2013年 7月 31日§（紙面の都合上、敬称は略させて頂きます） 

ご寄付を下さった皆様 
板東、都築、植岡、匿名、般若院檀家（郵便振替口座にご入金下さった皆様）匿名 
 

品物を引き取りにお伺いさせて頂いた皆様 
○徳島市○近藤、三田、安川、メルヘン、渡辺、野田、蔵本、梅本、安友、大上、ＵＩスクール、
前坂、大久保、長野、中川、福田、瀬尾、松本、井上、榎本、板東、久保木、川崎、Ｄコム、松
村、土肥、小松、浅川、松並、藤井、五島、久米川歯科、鈴江、岡、高島、矢本、河野、大磯、
谷、板東酒店、共栄管理、竹村、板東、武市、望月、田口、清水、田中、福島、里見、鎌田、小
倉、米澤、杉本、山上、尾形、金田、斎藤、三木、笠原、岩佐、三輪、木村、磯塚、流、岡田、
村賀、間島、大櫛、加藤、辰巳、カメリア、藍原、片山、多田、コスモハウジング、武知、久宍、
小谷、西本、森山、横打、大井、原田、河野薬局、前川、増田、高垣、粟飯原、赤澤、松本、秋
好、嵐、清水役蔵商店、岡本、福田、黒島、山本、石川、宮越、割石、勝藤、濱、林、水谷、楠
岡、阿川、浜口、中久保、松井、中本、岸、奥野、ナイカ、柏木、福井、高木、川崎、日下、西
谷、ファミリーマート、坂東、坂野、大嶺、西條産婦人科、きぼうの里、山中、尾形、二宮、村
田、堀、川田、森、中、長尾、東海澱粉株式会社、大島、チケット徳島、中田、森下、祐延、大
西、田野、窪川、谷川、美馬、佐伯、佐藤、辻本、藤本、コスモハウジング、杉山、谷口、吉崎、
御手洗、梶村、鴻野、高田、北川、川竹、原田、中畑、能田、関口、桑原、藤永、簑手、岡本、
吉田、坂本、伊藤、ビューティーオアシス、川人、新野、椎野、山田、七條、加美、佐古、早雲、
高岸、篠原、佐尾山、住友、塚本、平山、森本、藤田、大森、陽地、菅、三木、竹村不動産、阿
部、松波、三好、長谷部、吉岡、鶴島、ホテルサンルート、竹村不動産、市川、友久、鈴木、米
田、新井、須戸、リー、山崎、丸山、鬼頭、川原、山下、平尾、西川、藍原○石井町○松山、阿
部、鎌田、清重、岩佐、高岡、福山、田村、清水○北島町○井内、北島、結城、西岡、中野、森、
田中、相城、飯坂○吉野川市○菅東、松本歯科クリニック、美馬、内藤、中川○藍住町○福島、
新開、阿部、友滝、山地、田野、岡部、大塚、日下、豊岡、久次米、黒川○鳴門市○久龍、米田、
新田、広瀬、辻、武田、若岡、大黒、平野○松茂町○上西○上板町○井上、河野○板野町○井上 
 

品物を持って来て下さった皆様（郵送含む）  
○徳島市○福井、守屋、久次米、武中、三木、田中、ブライト、漆原、川人、木村、佐々木、山
下、木元、尾方、河村、安藝、渡部、藤原、木藤、川田、柏岡、宮田、西岡、鎌田、楠野、中西、
吉田、久米、堀、柳沢、桂、小西、牧野、米崎、村賀、武市、鈴江、岩崎、山本、高井、大栗、
河崎、西川、乾、桜木、吉村、森、井上、角、谷井、高橋、上久保、大西、西沢、村田、松島、
西野、松浦、中尾、宮井、坂本、森井、西崎、粟飯原、藤井、木田、土田、岩城、原田、多田、
七條、岡田、北川、生田、菅原、佐和、寺本、吉野、岸田、小川、榎本、長田、澤、桑島、椋本、
楠、松本、白勢、宮本、谷、樋口、生駒、井川、大島、浜田、日下、村尾、杉本、松田、猪山、
小梶、内藤、花岡、折野、島田、宮内、中村、中野、志津、播磨、高原、東口、森北、小林、坂
東、山西、山口、永来、寺尾、笠井、豊田、本庄、矢川、城西病院、嶋田、月岡、江原、友成、
安芸、郡、喜多、宮本、松岡、英、田口、宮崎、服部、平山、仁田、土井、濱田、坂本、阿部、
宮内、ウィル、仁木、岡本、上田、鳳崎、斉藤、黒川、橋本、福家、福山、浅見、入田中学校、
桑原、吉岡、北野、的場、中西、重本、菅生、米沢、高野、秋月、助任幼稚園、藤本、押来、堀
井、徐、岡村、井原、岸本、伊澤、藤吉、西岡、佐藤、酒井、桑島、岡、三宅、田村、永井、坂
野、杉浦、田岡、井川、清水、江島、半田、小栗、幸田、近藤、佐中、秋山、福良、峯田、横畠、
櫻川、笹口、梅本、明井、能田、武市、水口、藤木、美馬、大森、中山、林、石川、矢野、香川、
角瀬、松尾、加納、和田、大芋、桒原、辻、笹田、長尾、中林、多賀、中島、河野、高橋、吉崎、
谷本、財田、萩平、四宮、久米川、押楽、夏木、大隈、板東、米原、野々瀬、長楽、大村、三枝、
富永、谷口、矢藤、八十川、安藤、高丸、日野、伊藤、芝井、細束、岩根、福本、湯浅、竹内、
元木、宮城、青木、後藤、中川、木下、藤岡、榊原、鈴木、岡島、森本、喜田、三原、宮地、川
崎、児玉、羽柴、森岡、豊川、多尾、長谷川、白丈、米崎、岩佐、木内、佐野、山田、蔭山、勝
浦、宮本、井出、山橋、米本、森川、赤山、濱本、安富、大原、三田、川原、西田、片岡、新居、
朝日、荒木、土居、太田、林、小澤、梅津、大松、西村、平田、栗林、横山、西森、真田、浜本、
櫻井、樫原、榊、丸川、酒巻、団、田倉、熊川、渡辺、佐伯、片山、黒川、佐藤、田中○吉野川
市○竹中、露口、岩田、北浦、小牧、曽川、原田、川野、後藤、竹野○石井町○長澤、坂本、近
藤、吉岡、妹尾、北、藤重、多田、小川、森、大島、林、松田、長篠、臼杵、阿部、宮浦、堀井、
藤本、福島、河野、尾崎、岩本、平田○北島町○岩木、清水、金島、福原、佐川、井上、岡崎、

平成 12年 7月 

月の宮作業所開始 

平成 17年 2月 

事務局・作業場兼店舗の建

物が火災により全焼 

平成 12年 5月 

ＮＰＯ法人化 

平成 18年 4月 

事務局建物が再建 

平成 16年 10月 

ウガンダ研修生受入 

平成 17年 6月 

環境大臣賞受賞 
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池形、岡本○藍住町○大西、木内、板東、赤石、岡本、中谷、河野、三木、藤木、高瀬、山本、
住田、楠木、村山、杉村、花谷、高田、寺内、井上、久次米、田中、上野、矢田、宮本、前田、
土井、斉藤、余田、柿本、永谷、長野、山田、増原、船越○鳴門市○福井、青山、安部、新田、
永露、後藤、中筋、藤川、三井、渡辺○佐那河内村○水原○板野町○米澤、蔭本、中平、堀田、
沖津○阿波市○妹尾、笠井、田村、藤本、外山○小松島市○寺田、林、藍谷、大藤、森、宮田、
庄野、桑村、北野○神山町○岡本、千代田、中西、鍛○美馬市○吉田、高木○上板町○天野、稲
井、坂井、美馬、中村、安永、佐藤、柏原、河野○美波町○郡○阿南市○石川、宮城、天羽、ア
スマＮ、高坂、松内○松茂町○三好、長岡○東みよし町○堀内○海陽町○堀内○静岡県○中村○
福岡県○永峰○埼玉県○本田、永峰○東京都○三木、小山○石川県○吉田○香川県○松村○大阪
府○熊野○京都府○木村 
 

いつも当会の活動にご支援ご協力頂き、ありがとうございます。 

品物を持って来て下さった皆様の中には、「何回も来て、書いているので」「名前は結構

ですから」と、お名前を書かずに帰られた方も多数おられ、実際は上記の３倍以上の方

のご協力を頂いております。 

またカレー、ポテトサラダの差し入れをして下さった河野様、スイカの差し入れをし

て下さった宮浦様にもこの場を借りてお礼申し上げます。 

頂いた品物は大切にリユース・リサイクルし、障害者の支援、ボランティア育成、他団

体への支援などに役立てています。リユース・リサイクル可能なものがございましたら、

ぜひお電話下さい。 

------------------------------------------------------------------------------ 
会員の皆様からのメッセージ（この１年の間に頂いたものです） 
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ＮＰＯ法人 太陽と緑の会 
 

私たちは、「人も物も活かされる街造り」をテ
ーマに、ハンディーのあるなしに関わらず「地域
の中でその人がその人の足で立っていけること」
を目指し、様々な方々（市民、ボランティア、行
政）の支えを頂きながら年間 300 日、土､日、祭
日を含めた日常活動を行っています。 
これは、日本の次世代型ソーシャルアクション

モデルになると考えています。このような活動の
あり方により、徳島の将来や日本の未来が、幸多
く、豊かであることを願っております。 
 

発行：特定非営利活動法人 太陽と緑の会 
〒779-3120  

徳島県徳島市国府町南岩延１０７-1  

ＴＥＬ・ＦＡＸ０８８－６４３－１０５４（事務局） 

０８８－６４２－１０５４（リサイクル） 

ＵＲＬ http://www.t-midori.org/ 

Ｅ－ＭＡＩＬ t-midori@jeans.ocn.ne.jp 

代表理事  杉浦 良   編集 小山 隆太郎 

データ入力 岡田郁子 

製本・発送 福住ヒサヨ 宇津辰則 走川幸児 

年会費：正会員１万円  準会員 1,000円 

郵便振替口座：０１６２０－８－４４７０３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記～バランス感覚 

太陽と緑の会では７人の専任職員が活

動しています。20 代、30 代、40 代、50

代、どの世代も１人以上はいます。うち

４人は在職 10年以上です。 

太陽と緑の会は全運営費にしめる公的

資金の割合が 13.9パーセント。活動資金

の 8 割弱はリユース・リサイクルなどの

非営利事業で捻出する必要があります。 

職員は、様々なハンディを持ったメン

バーを指導することで給料が保証されて

いるわけではありません。「私は障がい者

の方の支援をするのが仕事です。他の仕

事はしません」では成り立ちません。 

かといって、リユース・リサイクルの

仕事だけできればよい、ということでも

ない。このバランスが難しいところです。 

 

メンバーお構いなしで仕事を進める。

比較的仕事がやりやすいメンバーにだけ

仕事を頼む。これでは活動の原点からか

い離していきます。仕事の効率性・完全

性だけを追求していくと、次第に企業的

アプローチに近づいてきます。 

しかし一般就労からはじかれたメンバ

ーに、同じアプローチをしても、なかな

かうまくいきません。メンバーを脇役に

押しやり、選別していく方向に向かいが

ちです。 

仕事の効率もある程度は考えつつ、メ

ンバーが活きることを考える。このバラ

ンス感覚を保つためには、「なぜこのよう

な活動をやっているのか。なぜ必要なの

か」といった会のコンセプトや個別ケー

スについてスタッフ間で絶えず確認し、

共有していくことが必要です。 

しかし、活動時間中は、トラックで各

ご家庭にお伺いして、市民の皆様から品

物を頂いて、仕分けして、値段をつけて、

陳列して、販売して、資源ごみを積み込

んで搬入して、というメンバーとの共働

作業があり、日中にスタッフ全員が集ま

ってじっくり会議をする時間的余裕はあ

りません。そのため、毎週月曜日の夜に

スタッフ会議を行っています。 

 

「仕事ができて、様々なハンディを持

ったメンバーともお付き合いができて、

給料は少なく、土日祭日も関係なしだけ

ど、それでもスタッフとしてやりたい、

という人はおらんもんやろか」 

それはやはり浅はかな夢想なのでしょ

う。5 年、10 年かけてメンバーとスタッ

フがお互いに育っていく。そこは同じ地

平に立っているのかもしれません。自戒

の念もこめて…。（小山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


